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審 査 の 結 果 の 要 旨
　本論文は、マルチメディア情報処理、特に今後益々重要となる動画像や音声など時間変化を伴う時系列デー
タの解析や認識、さらには因果関係の推定に関して、基本となる解析・モデリング手法を提案している。実
世界の複雑で大量な時系列データを扱うためにベイズ則で規定される確率モデルを採用しているが、従来手
法のように単一の複雑なモデルではなく、比較的単純な特性を持った複数のコンポーネントの重み付き混合
とする統合的な確率モデルと、ベイズ推定に基づく解析からなるアプローチに新規性と特徴がある。実応用
として、会話音声データからの不特定話者の動的識別や、動画像データ中の複数対象の同時追跡と運動パター
ンのオンライン学習認識といった具体的で高度な課題に挑戦し、手法の有効性と精度の向上を実験的にも示
している。これらの成果は、独自の統一的な確率・統計的な視点と高度な数理的導出力に基づくものであり、
博士論文として十分な内容である。
　よって、著者は博士 （工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
